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出会いと発想が街を生き生きと

 山梨英和大学　TEL 055-223-6020　FAX 055-223-6025

　予想以上に外国人観光客
が多く、驚きました。これからは
英語と中国語で日常会話がで
きるくらいの語学力が必要だと
感じました。
　最初は照れがあり、なかなか
声を掛けられず、呼び掛けの
難しさを実感しました。でも山
梨の良さをもっと伝えていきた
いので、こうした経験を積んで
いきたいです。

観光客の皆さんに山梨を好きになってもらえるよう
コミュニケーション能力を高めたい

協力金の説明を受け、呼び掛けを開始

登山者の協力を得られ、感謝の笑みがこぼれます

外国人登山者に協力金の趣旨を説明

　私たち若い世代が世界遺
産富士山の今後を考えること
の大切さを感じて、今回のボラ
ンティアに参加しました。
　人や地域と関わることは、と
ても楽しいです。サービスラー
ニングのさまざまな活動を通し
て、自分が生まれた地域に貢
献したいという気持ちがより大
きくなりました。

たくさんの出会いや経験から得た実践的な学びが
夢につながっていきそうです

vol.❻

検索英和大学　人間文化 【問い合わせ先】 

人間文化学部人間文化学科4年
功刀 愛理さん　武部 美沙貴さん

　学生が地域で活躍できる人材にな
るためには、地域のことを学ぶだけでな
く、現場に出て体験することが大切で
す。自ら経験を重ねる中で県民として
地域貢献できる力を身に付けてほしい
です。多くの活動に参加している学生
ほど、人間的にも確実に成長している
と感じます。これからも学生たちの将来
につながる活躍をサポートしていきたい
と思います。
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。

　
大
学
で
は
地
域
を
学
ぶ『
山
梨
学
』に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、今
回
の
活
動
に
先

立
ち
、学
生
た
ち
は
、富
士
山
の
自
然
、歴
史
、

文
化
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
き
ま
し

た
。４
班
に
分
か
れ
て
登
山
者
へ
の
声
掛
け
を

開
始
し
た
学
生
た
ち
。最
初
は
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し
た
が
、徐
々
に
明
る
く
大
き
な
声
で

協
力
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
声
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応
え
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よ
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、登
山
者
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協
力
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。

　
人
や
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士
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に
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る
中
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こ
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学
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動
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む
真
剣
な
姿
勢
と
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題
を
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つ
め
る
ま
な
ざ
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梨
の
魅

力
を
広
げ
て
い
く
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能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
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科
で
は
、人
間
文
化
を
理
解
す
る
基
礎
基

本
を
身
に
付
け
る
た
め
、言
葉
の
理
解
と
表
現

方
法
の
習
得
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
習

得
、人
間
の
心
の
理
解
な
ど
、幅
広
く
学
ぶ
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
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。

　
ま
た
本
年
度
、大
学
で
の
学
び
を
よ
り
深
め

て
い
く
た
め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
連

携
活
動
と
連
動
さ
せ
た
授
業『
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
』が
開
講
し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
に
は
、サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受

講
し
て
い
る
学
生
の
う
ち
、観
光
や
富
士
山
に

関
心
を
持
っ
た
23
人
が
、登
山
客
で
に
ぎ
わ
う

富
士
山
五
合
目
と
吉
田
口
六
合
目
で
、世
界
遺

産
富
士
山
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、登
山
者

人とのふれあいを重ね
学生たちは人間的に大きく
成長しています。

人間文化学部人間文化学科4年
　　　　　　　齋藤 大樹さん　雨宮 啓樹さん

人間文化学部人間文化学科
黒田 浩司 教授

富士山保全協力金の協力者に配られる
協力者証（缶バッジ）と富士登山アドバイスブック。
また、協力金受付所で外国人の希望者に配布している
Wi-Fiカード（左から）


